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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第62期
第３四半期
連結累計期間

第63期
第３四半期
連結累計期間

第62期

会計期間
自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日

売上高 (千円) 7,414,453 7,625,503 10,018,742

経常利益 (千円) 117,521 330,238 150,434

四半期（当期）純利益 (千円) 93,495 284,528 113,209

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 41,287 262,784 154,133

純資産額 (千円) 2,851,370 3,226,781 2,964,211

総資産額 (千円) 10,094,27310,023,71110,265,061

１株当たり四半期（当期）純利益金額 (円) 3.30 10.03 3.99

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 28.2 32.2 28.9

　

回次
第62期
第３四半期
連結会計期間

第63期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 3.15 4.86

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する

事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は、前事業年度の有価証券

報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

（子会社株式の譲渡）

当社は平成25年１月31日付けで連結子会社であるＣ＆Ｈ株式会社の株式の51%を大建工業株式会社

へ譲渡いたしました。詳細につきましては、「第４ 経理の状況 １ 四半期連結財務諸表　注記事項（重

要な後発事象）」をご参照ください。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、長引く円高や株価低迷により先行き不透明な状

態が続きましたが、政権交代による経済政策の変更から、為替は円安傾向となり株価も上昇するなど、

景気回復に対する期待感が高まりました。

住宅業界におきましては、住宅着工戸数が平成24年４月から11月までの累計で前年比6.1％増加し、

持ち直しの動きがみられました。国内のＭＤＦ市場についても、堅調な住宅市場に支えられ、安定した

状態で推移いたしました。

　当社ＭＤＦの販売量は、前年度並みではありましたが、工場稼働率の良化、品質の安定と生産性改善に

よるコストダウン効果が顕著に現れました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の連結売上高は76億25百万円（前年同四半期比2.8%増）、連結

営業利益は３億79百万円（同 117.0%増）、連結経常利益は３億30百万円（同 181.0%増）、連結四半期

純利益は２億84百万円（同 204.3%増）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

資産、負債及び純資産の状況

①資産

流動資産は、前連結会計年度末に比べて１億69百万円減少し、44億32百万円となりました。これは主

に現金及び預金、受取手形及び売掛金の減少と、商品及び製品、原材料及び貯蔵品の増加によるもので

す。  

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて72百万円減少し、55億91百万円となりました。これは主に有形

固定資産と投資有価証券の減少によるものです。この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて２億

41百万円減少し、100億23百万円となりました。
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②負債

流動負債は、前連結会計年度末に比べて１億２百万円減少し、47億77百万円となりました。これは主

に支払手形及び買掛金、１年内償還予定の社債、１年内返済予定の長期借入金の減少と、短期借入金の

増加によるものです。 

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて４億１百万円減少し、20億19百万円となりました。これは主に

社債と長期借入金の減少によるものです。 

　この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて５億３百万円減少し、67億96百万円となりました。

③純資産

純資産は、前連結会計年度末に比べて２億62百万円増加し、32億26百万円となりました。これは主に

利益剰余金の増加とその他有価証券評価差額金の減少によるものです。 

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　
(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費は、54百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 99,713,700

計 99,713,700

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年２月１日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 28,373,005同左
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は
100株であります。

計 28,373,005同左 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年12月31日 ─ 28,373 ─ 2,343,871 ─ ─

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成24年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成24年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ―

議決権制限株式(その他) ─ ─ ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 18,100

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式　

28,329,600
283,296 ―

単元未満株式
普通株式
 

 
25,305

　

― ―

発行済株式総数 28,373,005― ―

総株主の議決権 ― 283,296 ―

(注) 「単元未満株式」の株式数欄には、当社所有の自己株式27株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成24年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ホクシン株式会社

岸和田市木材町17番地２ 18,100 ─ 18,100 0.06

計 ─ 18,100 ─ 18,100 0.06

(注)　上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が200株（議決権２個）あ

ります。なお、当該株式数は、上記「①発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄に含めております。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年10月１日

から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、あらた監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,309,866 1,084,470

受取手形及び売掛金 1,711,366 1,443,460

商品及び製品 776,052 993,997

仕掛品 205,768 190,499

原材料及び貯蔵品 475,046 655,945

その他 123,378 63,811

流動資産合計 4,601,478 4,432,184

固定資産

有形固定資産

機械及び装置（純額） 1,169,010 1,151,423

土地 3,107,817 3,107,817

その他（純額） 654,741 630,645

有形固定資産合計 4,931,569 4,889,886

無形固定資産 8,437 16,865

投資その他の資産

投資有価証券 676,911 644,244

その他 52,764 46,630

貸倒引当金 △6,100 △6,100

投資その他の資産合計 723,576 684,774

固定資産合計 5,663,582 5,591,526

資産合計 10,265,061 10,023,711
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 2,128,273

※2
 2,051,586

短期借入金 1,000,000 1,200,000

1年内償還予定の社債 366,000 268,000

1年内返済予定の長期借入金 1,078,216 987,164

未払法人税等 13,620 28,500

賞与引当金 68,750 44,400

その他 224,602 197,449

流動負債合計 4,879,462 4,777,100

固定負債

社債 218,000 100,000

長期借入金 1,596,371 1,342,173

繰延税金負債 190,280 186,614

退職給付引当金 356,989 331,377

環境対策引当金 9,567 9,567

その他 50,179 50,097

固定負債合計 2,421,387 2,019,829

負債合計 7,300,850 6,796,929

純資産の部

株主資本

資本金 2,343,871 2,343,871

利益剰余金 719,493 1,004,021

自己株式 △2,974 △3,187

株主資本合計 3,060,390 3,344,704

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 20,989 △8,011

繰延ヘッジ損益 9,434 16,691

土地再評価差額金 △126,602 △126,602

その他の包括利益累計額合計 △96,179 △117,923

純資産合計 2,964,211 3,226,781

負債純資産合計 10,265,061 10,023,711
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 7,414,453 7,625,503

売上原価 6,271,090 6,227,623

売上総利益 1,143,363 1,397,880

販売費及び一般管理費 968,243 1,017,907

営業利益 175,119 379,972

営業外収益

受取利息及び配当金 8,786 10,245

その他 6,990 7,775

営業外収益合計 15,777 18,020

営業外費用

支払利息 49,924 44,779

その他 23,452 22,976

営業外費用合計 73,376 67,755

経常利益 117,521 330,238

特別損失

投資有価証券評価損 42,599 －

固定資産除却損 877 19,603

特別損失合計 43,477 19,603

税金等調整前四半期純利益 74,043 310,634

法人税、住民税及び事業税 6,064 26,106

法人税等調整額 △25,515 －

法人税等合計 △19,451 26,106

少数株主損益調整前四半期純利益 93,495 284,528

四半期純利益 93,495 284,528
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 93,495 284,528

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △38,603 △29,001

繰延ヘッジ損益 △13,603 7,257

その他の包括利益合計 △52,207 △21,744

四半期包括利益 41,287 262,784

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 41,287 262,784

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日

以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しておりま

す。

これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前

四半期純利益は、それぞれ1,217千円増加しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　１  手形割引高

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

受取手形割引高 1,666,009千円 1,527,596千円

　

※２  四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、期末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

支払手形 7,704千円 4,933千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

減価償却費 198,072千円 143,163千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日)

　
(1) 配当金支払額

該当事項はありません。

　
(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日)

　

(1) 配当金支払額

該当事項はありません。

　

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

当社グループは、ＭＤＦ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

当社グループは、ＭＤＦ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 3.30円 10.03円

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額(千円) 93,495 284,528

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 93,495 284,528

普通株式の期中平均株式数(千株) 28,356 28,355

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

子会社株式の譲渡

平成25年１月31日付けで連結子会社であるＣ＆Ｈ株式会社の株式の51%を大建工業株式会社へ譲渡

いたしました。本件譲渡の結果、当社の唯一の連結子会社であるＣ＆Ｈ株式会社は、当社の連結子会社

に該当しなくなりました。

(1) 株式譲渡の理由

大建工業株式会社の海外子会社を通じた針葉樹系輸入ＭＤＦの安定的な仕入及び広葉樹系ＭＤＦの

国内での販売強化が目的であり、とくに最近需要の高まりを見せている床基材のエコ化推進に連携し

て取り組むことによって販売量の増加を企図するものであります。

(2)当該子会社の名称、事業内容及び当社との取引内容

①名称

　Ｃ＆Ｈ株式会社

②事業内容

　ＭＤＦの仕入及び販売

③当社との取引内容

　当社のＭＤＦ製品及びＭＤＦ商品の販売　

(3) 譲渡の概要

①譲渡前の所有株式数

2,000株（発行済株式総数の100％）

②譲渡株式数

1,020株（発行済株式総数の51％）（譲渡金額　51百万円）

③譲渡後の所有株式数

980株（発行済株式総数の49％）

(4) 株式譲渡日

平成25年１月31日

(5) 株式売却に伴う影響

上記の株式売却に伴う損益への重要な影響は見込まれていません。 

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成25年２月１日

ホ　ク　シ　ン　株　式　会　社

取　締　役　会　御　中

あらた監査法人
　
指　定　社　員
業務執行社員

公認会計士　萩森　正彦　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているホク
シン株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平
成24年10月１日から平成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年
12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期
連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ホクシン株式会社及び連結子会社の平成24年
12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
強調事項
　重要な後発事象に記載の通り、会社は連結子会社であるＣ＆Ｈ株式会社の株式の51%を平成25年１月31日に
譲渡した。
　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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